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第４回 京都府教育振興プラン中間見直しに係る検討会議 概要 
 

 
１ 日 時：平成 27年８月 27日（木）午前 10時～正午 
 
２ 場 所：京都ガーデンパレス「祇園」 
 
３ 出席者：委 員 小寺座長、片岡委員、ベッカー委員、西本委員、原委員、藤井委員 
      府教委 小田垣教育長、橋本教育次長、小橋管理部長、川村指導部長、 
          丸川教育企画監 他 
      事務局 
 
４ 概 要：教育長あいさつ 
      事務局説明（京都府教育振興プラン（中間年改定版）中間案（案）について） 
      意見交換・協議 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
■教育長あいさつ 

 

第４回京都府教育振興プラン見直しに係る検討会議を開催したところ、委員の皆様には

御多忙の中、出席いただき御礼申し上げる。 

この検討会議の１回目を開催させていただいたのは春だったが、暦の上では処暑を迎え

ており、季節の変化を感じている。今年の夏はインターハイが近畿で行われ、京都府では

６競技を開催した。また、夏の高校野球も公立高校が 15年ぶりに出場するなど、スポーツ

が盛り上がった。 

さて、本検討会議も本日で既に４回目になるが、１回目、２回目は中間見直しの方向性とし

て、振興プランを策定してからこれまでの社会動向等を振り返っていただきながら、少子化、

子どもの貧困、いじめの問題や、現在国において議論されているアクティブ・ラーニングなど、

様々なキーワードを出していただいた。この間、激動と言ってもいいくらいの大きな変化があ

ったため、２回ですべて振り返ることができたかというところはあるが、熱心に議論いただい

た。 

その後、３回目の検討会議では、事務局から見直しの骨子案として、重点目標と主要な施策

の方向性の見直し案を出させていただき、委員の皆様から貴重な御意見をいただいたところで

ある。 

４回目の本日は、前回まで御議論いただいた内容を踏まえて作成した中間案の原案を見

ていただきながら、幅広く御意見をいただきたいと考えている。 

また、この中間案については、今後、府議会への報告、パブリックコメントなどを行い、

たくさんの府民の方の目に触れる段階となってくる。本日いただいた御意見も踏まえ、よ

りよいものとなるよう取り組んで参りたいと考えている。 

本日も限られた時間ではあるが、よろしくお願いしたい。 
 
■事務局説明（教育企画監から資料１－１～１－２について説明） 
 

それでは、資料１－１について説明させていただく。 

まず、中間案の概要として「見直しの視点」、「見直しのポイント」、「中間案の構成」、

「見直しのキーワード」などは前回の検討会議で説明したので本日は省略させていただく。
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資料１ページの１ 計画改訂の趣旨は省略させていただき、２ 計画の位置づけは、教育

基本法第 17条第２項に基づく京都府教育委員会の教育振興計画で「京都ならではの教育」

を進めていく指針となるものである。２ページの３ 計画の期間は平成 32 年度までであ

る。 

  ３ページ「京都府の教育をめぐる状況」であるが、まず社会の動向としては１つには少

子高齢化の進行である。平成 42年の京都府人口は 65歳以上が約４万人増加し、14歳以下

の子どもは約７万５千人の減少、さらには総人口が約 19万人減少すると予想される。 

  また、地方創生やグローバル化への対応が必要であること。次に、2020年東京オリンピ

ック・パラリンピックの開催。訪日外国人旅行者数を２倍の２千万に増やす計画を踏まえ

た対応が必要である。５ページには、貧困問題として子どもの６人に一人が貧困の家庭で

生活しており、貧困が世代を超えて連鎖することがないようにする取組が必要である。６

ページに高度情報化の進展として、スマートフォンを所有している子どもが増加し、その

ことに対応した取組が必要である。 

  ７ページの「子どもの状況」は、１つ目に学力の状況として、全国学力・学習状況調査

において、小中学校とも全国平均を上回っているが、全国平均の半分以下の子どもの割合

は知識・技能を活用する問題において高く、課題である。８ページのいじめ、暴力行為、

不登校の状況としては、大津市の中学生の自殺事件をうけて、京都府独自の調査方法によ

り平成 25 年度はいじめの認知件数が全国平均を大幅に上回ったが、いじめの解消件率は

95％近くで全国平均を上回り、早期発見・早期対応・早期解消に努めている。９ページの

暴力事象については、発生件数は全国平均を上回っているが、そのうち被害者が病院で治

療を受けている割合は全国平均を半分程度と低い状況にあり、早期対応に努めている。ま

た、減少傾向にあった不登校の児童生徒数は平成 24 年度から増加傾向にある。10 ページ

の子どもの体力状況としては、男女とも体力水準が低下傾向にある。その下の子どもの生

活の状況としては、携帯電話やスマートフォンを２時間以上使用している者が中学３年生

では全国平均を上回っている。 

  第３章・第４章は中間見直しであるため、修正は考えていない。 

  次に、重点目標ごとの基本的方針の見直し案と、主要な施策の方向性等について、時間

の関係上主なもののみ説明させていただく。資料 17ページの重点目標１「質の高い学力を

はぐくむ」では、現状と課題として先ほど御説明したとおり、学力は全国平均よりも小中

学校とも上回っている。しかし、授業時間以外で勉強時間が 30分未満である子どもの割合

は減少しているが全国平均より上回りその差が開いている。また、国語・算数・数学が好

きな中学生は全国平均より低い状況にある。 

  基本的方針については、前回の検討会議で説明したので省略させていただき、この方針

のもと、19ページ主な目標指標を設置して取り組むこととしているが、指標については現

在検討中である。 

  主要な施策の方向性については、(１) 基礎・基本の定着では３つ目の○「ＩＣＴ等を

活用した学習支援教材を作成」を、(２) 活用する力の育成では前回の検討会議で「新し

い学習方法の質の変化とともに、評価方法についても検討が必要。評価方法も取り入れた

表記が必要」という御意見もいただき、１つ目の○「子どもが主体的・協働的に学ぶ学習

をはじめ効果的な指導方法についての研修等により指導方法の工夫・改善を図る」という

表記で、評価のことも含めて指導方法の研修及び工夫・改善に取り組んでいきたいと考え

ている。また、２つ目の○で「図書館や大学等と連携した探求型学習を推進するなど、自

ら課題を発見し、知識や技能を活用して課題を解決する力を培う取組を充実」を(３) 学

習意欲の向上では視点の中に「知的好奇心や探求心をはぐくみ、課題の発見と解決に向け

て､主体的・協働的に学習する取組を充実」を、２つ目の●「タブレット端末等のＩＣＴ機
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器を活用した双方向の学習など、子どもの学習意欲や興味・関心を高める授業」を推進し

たいと考えている。 

  21ページの重点目標２「人を思いやり尊重する心など、豊かな人間性をはぐくむ」では、

現状と課題として「人が困っていたら進んで助ける」と回答した子どもは増えているが、

「自分には良いところがある」、「地域の歴史や自然について関心がある」と回答した中

学生が小学生と比べて減少している。また、平日 10分以上の読書する子どもの割合は増え

ているが、全国平均を比較すると低い状況にある。 

  基本的方針のもと、23 ページ(4)「人を思いやり、尊重する心の育成」では、１つ目の

○「京の子ども 明日へのとびら」、教師用指導資料「道徳教育の進め方 京都式ハンド

ブック」のさらなる活用を、24 ページの(5)「豊かな感性、情緒の育成」では視点の中に

「本物の自然のふれる体験活動を充実」を、(6)「読書活動を通じた想像力・表現力の育成」

では２つ目・３つ目の○「子ども読書の日を活用した取組、府立図書館による取組」を、

25 ページ(7)「京都の伝統と文化を守り、受け継ぎ、新しい文化を創造する心とを技の育

成」では３つ目の○「茶道、華道、香道、歌道をはじめ、着物や伝統文化の学習を進める

とともに、地域に伝わる民俗芸能を守り受け継ぐ取組」を、６つ目の○「2020年に開催さ

れる東京オリンピック・パラリンピック」のことも踏まえた京都の伝統・文化を発信する

取組」も推進したいと考えている。 

  26ページの重点目標３「たくましく健やかな身体をはぐくむ」では、現状と課題として

先ほど御説明したとおり「男女とも体力水準が低下傾向」に、「運動やスポーツをするこ

とが好きと答えた子どもの割合」においては、女子が男子に比べて低い状況にある。27ペ

ージの「毎日朝食を食べている子どもの割合」は増加しているが、全国平均よりも低い状

況にある。 

  基本的方針のもと、28 ページ(8)「体力の向上」では、１つ目の○「京都府独自の指標

「京の子ども元気なスタンダード及びスタンダードプラス」を活用した取組、２つ目の○

「まゆまろ体操」や「遊びのハンドブック」の作成による体力の向上の取組、29ページ(9)

「健やかな身体の育成」では、２つ目の○「専門家等と連携した生涯を通じた健康管理の

改善」に向けた取組、(10)「食育の推進」では、食に関する指導の充実、生きた教材の学

校給食を通じた地域の食文化等の理解を図る取組を推進することとし、１つ目の○で「食

事の重要性、感謝の心、食文化への理解などを学ぶ取組」、２つ目の○で「学校給食を生

きた食材として活用した推進」、３つ目の○で「家庭や地域社会と連携した取組」を推進

したいと考えている。 

  30ページの重点目標４「ひとり一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす」では、

現状と課題として高校進学率が 98％を超えており、多様化したニーズに応じた高校の特色

化が必要である。特別支援教育の対象児童生徒数が増加している。保育園・幼稚園と小学

校が連携した交流活動が推進されているが、基本的な生活習慣が身についていない子ども

が小学校に入学している。 

  基本的方針のもと、(11)魅力ある学校づくりの推進では、１つ目の●で今年度開校した

府立清明高校による柔軟な教育システムのことを、次の○で、前回の検討会議で御意見を

いただいたスペシャリストの教員採用については、「特定の分野における高い専門性や幅

広い知見のあるスペシャリストを採用することによる魅力ある学校づくり」に取り組むこ

と、33ページの(12)人権教育の推進、34ページの(13)特別支援教育の推進では、３つ目の

○で「授業のユニバーサルデザイン化を進めるなど、障害のある子どもへの適切な指導に

取り組むこと」、５つ目の○で「日本の産業構造等の変化を見据えた職業教育の展開とキ

ャリア教育の推進によるひとり一人の自立と社会参加を目指すこと」、６つ目の○で「様

々な交流や共同学習を通じてインクルーシブ教育システムの構築を推進」したいと考えて
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いる。35ページの(14)幼児教育の推進では、保育所、幼稚園に認定こども園を追加し、１

つ目の●で「小学校と連携した体験入学や出前授業による円滑な接続」とともに、３つ目

の●で「相互に教育内容を理解の上、プログラムを作成して交流するなど、幼児期教育と

小学校教育の接続に向けた取組を推進」を、（15）「キャリア教育」については、キャリ

ア教育の定義がより幅広くなったことから、ライフデザインに関する教育についても、こ

の中に位置付けて進めていくこととし、１つ目の○「職業体験・インターンシップ・キャ

リアサポーターによる講演等による職業観やライフデザインを描く力をはぐくむ取組」を

推進していきたいと考えている。2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を踏

まえ、新たに（16）に「スポーツの推進」を掲げ、１つ目の○で「ジュニアアスリートの

発掘・育成する取組」、３つ目の○で「障害者が障害スポーツに参加する取組」を推進し

たいと考えている。 

  37ページの重点目標５「社会の変化に対応し、よりよい社会の構築に貢献できる力をは

ぐくむ」では、現状と課題として、「学校のきまり、規則を守っていると回答した子ども

の割合」が増加しているが全国平均と比べると低い状況にある。６月 17 日、選挙権を 18

歳以上に与える改正公職選挙法が成立し、子どもが社会に主体的に参画する意識を醸成し

ていく必要がある。府立学校から海外への留学者数も増加しているが、より一層グローバ

ル化への人材育成が必要である。 

  基本的方針のもと、39ページの(17)「規範意識やコミュニケーション能力」では、１つ

目の○「法やルールに関する教育を通じて規範意識を高め、実際に行動に移す力の育成」

などを、(18)「公共の精神や社会参加の意識をはぐくむ教育の推進」では、前回の検討会

議で「政治への向き合い方を学ぶことが必要」という御意見もいただき、２つ目の○で「地

域の身近な問題に関心を持つ学習活動や体験活動を充実するなど、国や社会の問題を自分

の問題としてとらえ、主権者として自ら判断し行動できる資質や能力を養う取組」を推進

したいと考えている。40ページ（19）「現代的課題に対する関心を高め、理解を深める教

育の推進」では、１つ目の○と次の●で「環境教育」、３つ目と４つ目の○で「情報教育」、

５つ目の○で「消費者教育」、６つ目の○で「少子化問題」についての学習を記載してい

る。41ページの(20)グローバル化に対応できる人材の育成では、検討会議でいただいた「京

都には多くの外国人が訪れるのでそのことを踏まえた取組が必要」という御意見を踏まえ、

２つ目の○で「訪日教育旅行の受入、京都に居住している留学生や訪日旅行者と積極的に

ふれあう機会の充実」を、また、「スーパーグローバルハイスクールの関連した表現が必

要」という御意見に対しては、３つ目の○で「インターネットを活用した海外の学校との

交流を通じて、京都の伝統や文化を海外に向けて発信するなど」を、５つ目の○で「英語

を用いてコミュニケーションしたり海外の大学生等と議論したりする環境づくり」を推進

したいと考えている。また、「高校から海外の大学へ生徒を多く送り出すことを踏まえた

表現が必要」という御意見に対しては、４つ目の○で「海外に留学した際の高校認定履修

単位数の拡大や、留学する生徒への経済的支援」、５つ目の○で「英語を用いてコミュニ

ケーションしたり海外の大学生等と議論したりする環境づくりや卒業後に海外の大学に進

学しやすい環境づくり」を推進したいと考えている。 

  42 ページの重点目標６「安心・安全で充実した教育の環境を整備する」では 、現状と

課題として耐震工事が進み、府立学校においては平成 28年度末で耐震化率 100％になる。

いじめ、暴力事象、不登校、こどもの貧困のことについては、第２章の子どもの状況で説

明した。 

  基本的方針のもとに、44ページの（21）「学校危機管理、安全対策の充実」では、３つ

目の○で「警察など関係機関と連携した通学路の安全対策と自転車交通安全教室を実視す

るなど登下校時安全に関する取組の充実」を、(22)「いじめや暴力行為の防止対策の充実」
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では、１つ目の○「道徳教育・人権教育をはじめとしたすべての教育活動での未然防止の

取組を」、２つ目の○で「スクールカウンセラー等による相談体制の充実」を、４つ目の

○で「スクールサポーター等連携した非行防止教室等の開催、課題の大きい学校への教員

を配置するなど暴力事象を減少させる取組」を推進していきたいと考えている。45ページ

の(23）「不登校への子どもへのきめ細やかな指導の充実」では、１つ目の○で「スクール

カウンセラー等による相談体制の充実」、２つ目の○で「フリースクール等関係機関と連

携した支援」を、(24)「経済的に困難な環境にある子どもへの支援の充実」では、１つ目

の○で「まなび・生活アドバイザーの配置による福祉施策につなげていく取組の推進」、

３つ目の○で「小中高校における個別補充学習等の学習支援の推進」、46ページの（25）

「学校施設整備の充実」では、１つ目、２つ目の○で「老朽化施設の計画的な改修の推進」

など、ハード、ソフトの両面から、子どもが安心して学校に通える環境づくりを推進した

いと考えている。 

  47ページの重点目標７「学校の教育力の向上を図る」では、現状と課題として過疎化や

人口減少が進み、特に北部地域の子どもが減少することから府立高校のあり方を検討する

ことが必要である。また、学校図書館において、「蔵書冊数の充実」等による機能充実が

必要である。さらには、教員の繁忙が大きな課題であり、今後も子ども一人一人に向き合

える時間の確保が課題である。 

  基本的方針のもと、49ページ(26)「質の高い教育環境の充実」では、１つ目の○で「少

子化等地域の実態に応じた高等学校のあり方を検討するなど、子ども、保護者、地域のニ

ーズに応じた高等学校教育を展開する」こと、２つ目の○で「特別支援学校の施設設備の

充実とともに、障害のある児童生徒数の増加に対応するため南部地域に特別支援学校を新

設する」こと、４つ目の○で「学校図書館の機能充実」を記載している。50ページの(27)

「きめ細かな指導体制の充実」では、１つ目、２つ目の○で「京都式少人数教育」、「中

・高等学校教員による小学校専科教育の推進」を、(28)「教職員が子どもに向き合える環

境づくり」では、１つ目、２つ目の○で「定期的な調査の精選」や「スクールカウンセラ

ー等外部の専門家の配置」を推進したいと考えている。 

  なお、中央教育審議会において「チーム学校」として、教員だけではなく、スクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカーなど教員とは異なる専門性を持ったスタッフを

配置することで、それぞれの連携のもと、組織として１つのチームとして力を発揮するた

めの方策について審議されているので、今後、その方向性を踏まえた検討が必要である。

また、51ページ(29)「教職員の資質・能力の向上」では、３つ目の○で「体罰の防止」の

ことを、(30)は「校種間連携の充実」を 52 ページ(31）は「家庭や地域社会とつながり、

信頼される学校づくり」の主な取組を記載している。 

  なお、現在、中央教育審議会において「地方創生の実現に向けた学校と地域との連携・

協働の在り方について」審議されており、コミュニティ・スクールと学校支援地域本部と

の一体的な推進等が議論されていることから、今後の方向性を見ながら検討する必要があ

ると考えている。 

  53ページの重点目標８「すべての教育の出発点である家庭教育を支援する」では、現状

と課題として、「子どもの生活リズムをつくようにしている保護者」が増加しているなど、

家庭教育に取り組もうとしているが、子育てに悩みや不安を抱いている保護者が多い。ま

た、児童虐待の防止に関する法律等が施行されたことも踏まえ、児童虐待相談件数が増加

している。 

  基本的方針のもと、55ページ(32)学習機会の充実では、家庭教育の担い手である保護者

自身が学ぶための学習機会の充実を図るため、２つ目の○で「ＮＰＯ等と連携した保護者

と子どもとが一緒に食生活や食習慣を学ぶ取組」、３つ目の○で「子どもの発達段階に応
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じた家庭教育に関する学習資料の作成」を、(33)「サポート体制の充実」では、２つ目の

○で「保育所、幼稚園、認定こども園と連携した小学校教育に関する相談に応じる訪問型

家庭教育支援」を、56ページ(34)「ネットワークづくり」では、前回の検討会議で家庭の

孤立化を防ぐ取組も必要との御意見をいただいたことから、１つ目の○に「教育局ごとに

関係機関・団体と連携したフォーラムを開催するなどネットワークづくりに取り組むこ

と」、３つ目の○に「地域住民によるきめ細やかな活動を組織的に行う仕組みづくりに取

り組むこと」を推進したいと考えている。 

  57ページの重点目標９「地域社会の力を活かして子どもをはぐくむ環境をつくる」では、

現状と課題として、地域住民等により学校支援活動が行われている学校の割合は 80％を超

え、特に中学校で拡がっている状況にある。また、「近所の人にあったときにあいさつを

する」「地域の行事に参加している」子どもの割合は上昇しているが、全国と比較すると

低い状況にある。 

  基本的方針のもと、58ページの(35)「子どもの活動の場の充実」では、１つ目の○で「障

害のある子どもも参加できる地域の特色を活かした場づくりの推進」（現在の「京のまな

び教室」）を、４つ目の○で「ＮＰＯや自治会等と連携した地域の身近な場所での学習で

きる環境づくり」を、59ページ(36)「学校を支援する活動の充実」では、１つ目の●で「多

様な生涯学習の成果を学習活動、体験活動、環境整備等学校支援に行かせる機会の充実」

（現在の学校地域支援本部事業）を、１つ目の○で「学校と地域が双方向に貢献する取組

の充実を図り、学校を核とした地域のコミュニティの活性化を図る取組」を、(37)「子ど

もの健全育成のための環境づくり」では、２つ目の○で「地域住民による声かけ、あいさ

つ、見守り運動等による子どもの見守る取組」を推進したいと考えている。 

  60ページの重点目標 10「生涯学習社会の実現に向けて学習環境を充実させる」では、現

状と課題として、運動やスポーツの実施頻度が週１～２回、３回以上を合わせると大きく

伸びるとともに、全くならない人の割合は半減している。スポーツを実施する条件として、

「身近で使いやすい施設や場所」等の環境整備を望む割合が高い。また、いつでも、どこ

でも、多様な学習をできる環境整備を望む割合が高い状況である。 

  基本的方針のもと、62ページの(38)「生涯学習環境の充実」では、３つ目の○で「郷土

資料館の機能充実と丹後郷土資料館の全面リニューアルに取り組む」こと、(39)「生涯ス

ポーツ環境の充実」では、２つ目の○で「大人や高齢者が元気にスポーツを楽しめるよう、

高校生から高齢者まで一緒に運動する取組」を、63ページ(40)「生涯学習施設等を活用し

た学習活動の充実」では、１つ目、２つ目の○で「府立図書館やるり渓少年自然の家を活

用した取組」を推進したいと考えている。 

  64ページは、第６章として計画の実現に向けて「計画の着実な推進に向けた施策のあり

方」、「関係機関との連携・協働」65ページには「計画の進捗状況の点検」を、66ページ

には資料として計画改定経過を、67 ページから 76 ページまではプラン策定から中間見直

しを行うまでの目標指標の実績値を一覧として記載している。 
なお、資料１－２は現状のプランとの比較表であり、後ほど御覧願いたい。 

 
■意見交換・協議 
 

○子どもの貧困について最近考えていることをお話したい。貧困問題は大きな課題だと考

えている。保護者への支援については、各種施策の活用を学校から働きかけていくこと

になると思うが、子どもへの支援については、学習環境の整備として学力、体力、健康

など様々な課題が指摘されており、担任がアンテナを張りながら一人一人に関わること

が大事だと考えている。 
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もう１つは、貧困問題は子どもの人権として捉えていく必要があると考えている。道徳
が教科化されることを踏まえ、どのようなことを担うかを考えてみた。７月に出された
学習指導要領の解説書を読むと、「持続可能な発展をめぐっては、環境、貧困、人権、
平和、開発といった様々な問題がある」というふうに、貧困も掲げられている。「この
ような現代的な課題には、葛藤や対立になる事象が多い」とも書かれている。「公正・
公平」という内容項目が、今まで小学校高学年から中学校に出て来たものが、小学校低
学年から中学年にも入ってきた。「公正・公平」を主として捉え、そういった教育課題
を主題とした教材を活用しながら、人権教育や道徳教育の視点で考えていきたい。いわ
ゆるハード面とソフト面という対応になると思うが、学校としても迫っていきたい。 

 
○全体の作り込みについてであるが、第２章で国と京都府との関連が述べられているが、
その部分は概略だけでよく、第５章において府の状況をしっかり書き込む方が良い。重
点目標１で言えば、この間、全国学力・学習状況調査の結果の推移は京都府は極めて良
好である。京都府の学校や教員が頑張っているということを府民にわかっていただくと
いうことは、中間見直しにおいては大事なことである。そういったことをまず書き込ん
で、各重点目標で課題があると書いてはどうか。 

 
○学力については、特に、この間の中学校の頑張りを書き加えていただければ嬉しい。 
 
○新旧対照表を掲載すると細かい議論が増える懸念がある。また、書き方として、あれも
これもやりますというのでは、現場で拒絶反応が出るかもしれない。21ページのデータ
で自分にはよいところがあるという子どもの割合が下がっていることについては、発達
の段階が上がると周囲のよいところに気付き自分が謙虚になっていることの現れであ
り、決して悪いことであるとは言えない。自分が偉いと思うより、京都府にいて良かっ
たと思える教育ができれば良い。京都に対する誇り、帰属意識、そしてそこから生まれ
る嬉しさや前向きに京都のために貢献しようという意識を作るには、一緒に京都のため
に頑張るといった部分も必要である。ナホトカ号の重油流出事故の際に府民一人一人が
少しずつ取り組んでいくことで日本海がきれいになったように、みんなで少しずつやっ
ていけばよくなるという印象を与えるようにできれば良いと思う。 

 
○課題があると悪いように見えるが、これまでから京都府は素晴らしい教育をされてきて
いる。課題がないということはないので、よく課題が見極められていると感じた。 

 
○策定した時の検討会議で、言葉が難しいという意見を出したと思うが、今回の見直し案
では表現がわかりやすくなった。事務の点検・評価でもこの間の取組を見てきたが、毎
年全部やっていくのは大変なので、重要度を決めて各年度の取組に繋げていってもらい
たい。 

 また、幼児教育の書き込みが少ない印象を受けた。若い保護者がこれから子どもを育て
ていくための手助けになるような、熱いものを書き込めたら良いと思う。新たにという
ことではないが、これまでからの取組も書き込んではどうか。 

 
○30ページで高校進学率のグラフがあるが、京都府の特徴としては大学進学の部分がある
ので、そのことについて書いてもよい。また、39ページの規範意識については、京都の
子どもは自分が所属する集団への帰属意識が強い反面、学年や学校全体を見渡す力が育
ってきたのかには疑問が残る。このプランではぐくみたい力の１つとして「つながる力」
が掲げられており、この部分の書き込みを増やして欲しい。さらに、41ページについて
は、スーパーグローバルハイスクールの取組についてはっきり書いて欲しい。 

 
○教員の多忙化がよく言われるが、仕事が増える代わりに何かが減ることがないので、し
なければならないことだけが増えている印象を受ける。 
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○先般の寝屋川市の事件は、あの時間帯に子どもを徘徊させている親にも責任があるが、
学校からは言いにくいのが現実だと思う。 

 
○地域でネットワークを作ることは重要であると考える。京都ではこの間、地域やＮＰＯ
が落書き消しをされていて、落書きを見ることが少なくなった印象を受けるが、そのよ
うに地域で夜見回ることも必要ではないか。今は若者を見つけても、身の危険もあり個
人では注意できないので、組織で見守っていくことが重要である。 

 
○支える組織というのは重要で、以前、府教委で「親のための応援塾」をされていたと思
うが、今ではＰＴＡの自主事業として運営されている。このように、ネットワークを作
るためには、出だしの部分として学校が動くことも必要である。 

 
○重点目標６の現状と課題のところでいじめについて記載されているが、府内の保護者や
教員にさえ、京都ではなぜいじめが多いのかということをよく聞かれる。これはアンケ
ートの特徴がわかっていないことが原因だと考えられるが、京都では軽微なことでも声
が出せる環境にあることが保護者や教員にも認知されておらず、教員にも研修されてい
ないと感じている。先ほど説明にもあったように解消率も高いのだから、ここに丁寧に
書き込んではどうか。 

 
○この間のいじめ問題への対応は、非常に良い取組だと思う。データの取り方が違うこと
を書き込んではどうか。 

 
○いじめの部分は第２章で書く部分と、第５章の重点目標６で書く部分をしっかり分けた
上で、少しボリュームを増やして正確に伝えたら良い。 

 
○2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を踏まえると、京都にどれだけ長く
いてもらえるか、どれだけ京都でお金を使ってもらえるかが重要だと考える。そういう
ことをどのように教育に取り入れるかが思いつかないのだが、外国人に対して京都の見
て欲しいところをアピールできるようなことに取り組んでもらいたい。 

 
○府教委では様々な手引やハンドブック等を出されている。項目ごとにそれらを紹介した
り、一覧で掲載したりしてはどうか。また、例えば「小１プロブレム」や「中１ギャッ
プ」など専門用語には解説を加えるなど、読み手にわかりやすくしてはどうか。 

 
○内容の理解度は人によって違う。誰が見てもわかるようにしていただけたら嬉しい。 


